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(事業シーズの売り)

本事業では，手指リハビリロボットを提供し、より有効なリハビリテーションを提供することを目

的とする。当該装置実現におけるコア技術は、ばねを複合的に用いた動力伝達・変換機

構である（関連含め１件特許取得、３件申請中）。従来のベアリングや軸を多用する機械

構成を改め、ばねの大変形を用いて機構として動作させることにより、小型・軽量・安価・安

全な仕組みを構成することに成功した。本装置はモータを本体内に１個のみ搭載し、手指

の１３関節を同時に屈曲・進展運動支援することが出来る。２０１６年に臨床試験として可

能性探索試験（フィージビリティ試験）によりその可能性が確認され、現在、パイロット試験と

してその臨床的有効性を検証中である。

国内の脳血管疾患の患者数は118万人にのぼる。この患者数は悪性新生物・心疾患に次ぎ、寝たきりの原

因としては第一位となっている。現在、歩行リハビリ用のロボット等が話題にされることがあるが、実は患者の

65%に上肢麻痺（Brokaw2011）が生じ、その比率は歩行機能不全よりも高いことが知られている。また、上肢麻

痺の中でも末梢である手指麻痺の発症は最も多く、日常生活への影響が大きい。そこで、本事業では手指リ

ハビリテーションをロボットにより促進することで健康寿命を延伸し、社会への寄与を目指す。

（お問い合わせ窓口）

九州大学 学術研究・産学官連携本部ベンチャー創出推進グループ

MAIL: startup@airimaq.kyushu-u.ac.jp, Tel: 092-832-2168
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